
（参考１）

岩国飛行場の滑走路移設に伴う埋立事業及び藻場･干潟の回復措置について

１．埋立事業の概要

(1) 事 業 位 置：山口県岩国市三角町(岩国飛行場）地先公有水面
みすみまち

（2）目 的：飛行場用地（滑走路の沖合１km移設)

<飛行場周辺における安全の確保、航空機騒音の緩和>

(3) 事 業 者：国（防衛施設庁広島防衛施設局）

(4) 滑 走 路：長さ２,４４０ｍ、幅６０ｍ

(5) 埋 立 面 積：約２１３ｈａ（埋立承認 平成８年１１月２８日）

(6) 藻場消滅面積： ４１ｈａ

干潟消滅面積： ４２ｈａ

計 ： ７２ｈａ（藻場・干潟の重複は約１１ｈａ）

(7) 工 期：平成８年度から平成２０年度までの予定

２．埋立事業の経緯

平成６年 ９月１６日：閣議決定要綱に基づき環境影響評価を実施

～７年 ８月２１日

平成７年 ９月２２日：公有水面埋立承認の申請

(対山口県知事及び岩国港港湾管理者の長(山口県知事))

平成８年 ７月 ９日：建設大臣及び運輸大臣より公有水面埋立法に基づき環境庁長

官への意見照会

１１月２２日：環境庁長官意見の提出

①藻場･干潟の造成

（計画地周辺海域において、最大限、新たに藻場、干潟の造成に努めること 、）

②海洋性レクリェーションのための水際線の確保、③航空機騒音に係る予測結果の

レビュー、④水質保全対策、⑤道路交通騒音対策、⑥計画的な環境監視の実施



平成８年１１月２６日：公有水面埋立認可

平成８年１１月２８日：公有水面埋立承認

平成９年 ６月 ５日：本工事着手

３．藻場・干潟の回復措置の検討状況

(1) 岩国飛行場藻場・干潟回復調査研究委員会における検討状況

①設 置：平成８年８月

②委 員：５名（委員長：岡田光正 広島大学大学院工学研究科教授）

山口県及び岩国市は、オブザーバーとして出席

③目 的：藻場･干潟の回復措置の検討に必要な指導･助言

④開 催：平成 ８年１１月１５日：第１回開催

平成１０年１１月２４日：中間報告を公表（第１～８回分）

平成１４年 ７月３１日：第２１回開催（意見集約）

(2) 岩国飛行場藻場・干潟回復検討報告書

①回復案：対象エリアを８区域に分割し、計１８案を検討。回復可能想定面積は、

藻場で１４ｈａ、干潟１１ｈａ、計画護岸２ｈａの計２７ｈａ

（ ）回復可能想定面積 約 ha
候 補 区 域 回復案 備 考

藻 場 干 潟 計
計画護岸 ― ２ ― ２
Ｂ区域 Ｂ－１ １ ― １ 復元（埋め戻し）

提供水域内 区域 Ｃ－１ ３ ― ３ 復元（埋め戻し）C
Ｆ区域 Ｆ ２ ― ２ 復元（埋め戻し）

（ ）Ｄ区域 Ｄ－１ ５ ― ５ 創出 嵩上げ潜提
Ｇ区域 Ｇ－６ ３ ６ ９ 復元（埋め戻し）

提供区域外
（ 、 ）Ｈ区域 Ｈ－２ ― ５ ５ 復元 埋戻 突提

②報告書の取扱い

平成１４年 ９月２０日 山口県（埋立承認権者）への報告

平成１４年 ９月２４日 環境省への報告

報告書の公表（閲覧～１０月２３日）

（広島防衛施設局、山口県、岩国市）


